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官公庁の食堂めぐり-15 大田区役所 

平野 武宏 

昨年は東京の大学の学食を食べ歩きました。「寅さん歩」の愛読者 

から「次はお役所や企業の食堂をお願いします」との声がありました。 

日本の中枢、中央合同庁舎のある霞が関・大手町や東京 2020 オリン 

ピック・パラリンピック開催で盛り上がっている東京都庁の食堂を 

訪問しました。これからは東京 23 区の区役所の食堂を訪問します。 

東京 23 区に番号が付いているのを初めて知りました。そのもとは 

旧自治省（現総務省）がつくったコード番号表です。旧江戸城＝皇居 

や霞が関官庁街のある千代田区が 1番です。千代田区を中心に、ここ 

から「の」字にぐるぐる回る順番のようです。 

今回は 11 番の大田区です。このテーマは訪れるだけでなく、実際に 

食べて・コメントが必要です。取材やコメントでは関係者にご迷惑を 

かけないよう配慮します。メニューの選択やコメントはあくまでも 

「寅次郎の好み・独断」としてお読みください。室内の写真撮影は 

人物の顔が写り込まないことが原則です。メニューや値段は訪問時の 

もので、最寄り駅は代表例です。 

 [大田区役所]  

大田区蒲田 5-13-14  最寄駅 ＪＲ 蒲田駅 東口 

   

  大田区は 1947 年（昭和 22 年）3月大森区と蒲田区 

が合併して誕生。区名は両区のそれぞれの一文字で 

合成したとのこと。多摩川、東京湾に面した区の 

面積は 23 区最大です。 

駅から 1 分の区役所(写真右)は国鉄蒲田駅の荷物 

取扱い跡地に建てられたビルを 1998 年（平成 10 年） 

大規模改修したとのこと。京浜運河（港区田町付近 

～大田区～鶴見大黒ふ頭）から東は埋立地で物流 

拠点や工業用地、公園が整備されました。臨海部には 

東京国際空港（羽田空港）があります。 

池上通りより西側は丘陵地帯で縄文・弥生時代からの大森貝塚が 

あり、山王遺跡や多摩川流域には古墳群があります。江戸時代には 

東海道を行き交う人々との交流を通じて独特の文化が発展、寺社・ 



仏閣の歴史遺産も多く残っています。また大森の海苔が名産品とし 

て評判になりました。 

大正時代になると「田園調布」が日本で初めて高級住宅地として計 

画的に開発されました。また大正末期から昭和の初期にかけて、川 

端康成・尾崎士郎・宇野千代など著名な作家や芸術家が仲間同士の 

交流を求めて、現在の馬込、山王などに移り住んだことから、「馬 

込文士村」と呼ばれる地域ができました。 

 [大田区役所 Cafe Cosmo] 

 受付嬢に聞くと「区役所内のレストランは 3年前に閉鎖されて、現 

在は正面受付左手奥に Cafe Cosmo（写真下左）があります」とのこ 

と。入り口の案内によると営業時間は 9時～17 時（ラストオーダー 

16 時 30 分）でモーニングセット 380 円～420 円（11 時まで）、ラン 

チセット 550 円～700 円、フードメニュー420 円～570 円、ドリンク 

・スイーツがあります。写真下右はランチセット コスモプレート 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区観光協会の「大田区の魅力再発見ウォークマップ」では「羽田」、 

「池上～洗足池～大岡山」、「下丸子」、「田園調布」、「馬込」、「大森海上 

公園」の 6つのエリアに分けて紹介しています。 

 

「寅さん歩」の大田区紹介は次の通り、番号は「寅さん歩」の目次番号です。 

 

東京発祥之地めぐり：21、東京の富士塚めぐり：28、健康ご利益めぐり：60 

江戸の閻魔大王：128、東京にこんなところ：156、157 

江戸・東京（23 区）の百名山：137、東京の学食めぐり：216、228  

 

大田区の木は「クスノキ」、花は「ウメ」、鳥は「ウグイス」です。   

 



 

［バーチャルウォーク 途中経過］ 

2018 年（平成 30 年）10 月 1 日沖縄県辺戸岬をスタートした 

聖火は沖縄県那覇市から鹿児島県、宮崎県、大分県、福岡県、 

山口県、広島県を経て岡山県に入っています。 

2019 年（令和元年）5月 11 日現在、スタートから 847Ｋｍ地点 

を通過しました。これから倉敷市へ向かいます。 

 

ウォーキングでは人や自然との多くの「出会い・ふれあい」があります。 

寅次郎も「映画の寅さん」に負けないくらいの人との出会いがあります。 

ご迷惑をかけない範囲で紹介します。 

 ［寅次郎がウォーキングで出会った人－14］   

   ～ 上り道が得意の健脚女性ウォーカー ～ 

   

   東京都在住でＦＷＡ県外会員の加藤礼子さんです。 

   ウォーキングのきっかけは腰痛で医師から運動を勧められ、運動・歩くことを 

始め新聞や日本ウオーキング協会から例会の情報を得て参加したそうです。 

寅次郎との最初の出会いはカメラの中です。2000 年（平成 12 年）4 月第 14 回 

「飯田やまびこマーチ」で寅次郎の撮影した風景写真に偶然、女性が写ってい 

ました。フイルム会社に勤務の寅次郎、ウォーキング大会の多くの参加者は歩く 

時にカメラを持たず、写真を撮っていないことに気づきました。この写真は写っ 

ている女性に渡そうと探しました。その後の大会で再会、お友達になったという 

ご縁です。 

加藤さん、山で鍛えた健脚の持ち主で上りにめっぽう 

強く、上り道ではいつも「お先に！」と置いて行かれる 

寅次郎でしたが、2000 年 10 月の「第 9 回河口湖もみ 

じマーチ」では後ろからさっそうと歩いてきた加藤さん 

から「一緒に歩いてください」と声を掛けられました。 

なんとそこは青木ヶ原の樹海の入り口で 40ｋｍコース 

の自由歩行では前後に歩くウォーカーは見当たらず、 

ボディーガード役として選ばれた寅次郎です。 

昼なお暗い樹海内はロープが張ってある道を歩きますが、いたるところに 

ボックスがあり、その中には「もう一度考え直せ！」と自殺を押しとどめる 

ビラが置いてありました。先日遺体が発見されたという場所の近くは二人 

で足早に通り過ぎました。樹海を抜けると「お先に！」と置いて行かれ、 

ゴールまで一人旅の寅次郎でした。 



 

2001 年（平成 13 年）4 月の「第 15 回飯田やまびこ 

マーチ記念大会」の 2 日目は特別企画で飯田峠越え 

の後、いろりの里太平宿に泊まるコースを選択しました。 

保存されている江戸時代の民家に一泊し、グループで 

自炊体験をしました。その時の同じグループメンバー 

に加藤さんもいて一緒に薪でご飯を炊き、食べた仲間 

でした。いろりもかまどもお風呂も薪のみでの一夜の 

生活は貴重な体験でした。 

加藤さん、そんなご縁で東京からＦＷＡ例会にも参加 

されてＦＷＡのお友達も増えて 2003 年（平成 15 年） 

10 月ＦＷＡに入会されました。 

 

世界各地を歩く「国際マーチングリーグ」にも参加 

するインターナショナルウォーカーです。 

写真右は「スペイン巡礼の道にて」とのこと。 

2018 年にグループでドイツを歩いた時にはご一緒 

しました。約 20 年間も続くウォーキング仲間の一人です。 

 

 

 

次回は バーチャルウォークで聖火を新国立競技場へー10 です。 

 

平野 寅次郎 拝 


